
          茶病害虫防除情報        令和 5 年 2 月 17 日 

【第 9 号】     鹿児島県経済連・肥料農薬課 

           主要病害虫の生態と防除ｼﾘｰｽﾞ（7） 

                  赤 焼 病 

発生と防除のﾎﾟｲﾝﾄ 

1900 年代初頭から静岡県で発生していたが、1975 年に本県でも南九州市頴娃で初

発した。その後南薩地域などで多発生し、2003 年には約 700ha で発生認められてい

る。最近は著しく減少し、発生を見つけるのも難しい状況になっている。発生減少の

要因は、窒素質肥料施用量削減やﾏｼﾝ油剤使用が少なくなっているためと思われる。   

発生予測が困難で、突発的に発生する難防除病害である。細菌性で、蔓延が激しい。

主に冬期から春期に発生し、傷感染と推察され、強風や整枝作業などで伝染する。冬

期の寒害、凍害、ﾏｼﾝ油散布、窒素質肥料多用は発病を助長する傾向がる。発生予測

が難しいので、ｽﾎﾟｯﾄ状の初発生を早期に発見し、早急に薬剤防除する必要がある。 

 

発生生態 

病原菌の種類   細菌 （ｼｭｰﾄﾞﾓﾅｽ ｼﾘﾝｹﾞ） 

  発生の状況  県内の一部地域に発生  発生著しく減少   被害大 

 

  病徴と診断  初期は葉に濃緑色水浸状の小病斑を生じる。 

         進展すると中肋･葉身に濃赤褐色の円形､不定形､流動形病斑となり､ 

         病斑周囲は水浸状で拡大する。一番茶葉の病斑は数㎜の小病斑となる｡

         病葉は激しく落葉する｡ 枝では葉柄から黒変･壊死病斑が拡大する｡ 

                    初発生はｽﾎﾟｯﾄ状に局部的に発生､ひどくなると園全面に拡大する｡ 

 

  被害の様子  成木園では､成葉の落葉や茶芽の枯死により一番茶がかなり減収する｡ 

         落葉した発病葉が摘採葉へ混入し製茶品質の低下をもたらす。 

         幼木園では､落葉や茶芽の枯死により樹勢が弱まり､成園化が遅れる｡ 

 

  病原菌の性質  発育適温：25～28℃と高い､ (病原性は茶葉が低温遭遇で発現) 

          しかし、発病適温は15℃前後と低い 

          増殖：茶葉組織内･水滴中で 分裂増殖のため細菌数増加が激しい 

 

  伝染･感染方法  越冬：葉･茎の小病斑中  越夏：健全な葉･茎と思われるが不明 

           伝染：水滴中に病斑部から細菌が流れ出し､強風雨により飛散   

              摘採機、作業機などに付着しても伝染 

           感染：傷口･気孔から水の存在でおこる 葉柄基部付近からも感染 

  潜伏期間     20～30日と考えられるが､条件により長短あり 



  発生消長  主に､2～4月頃に多発生し､発生の早い年は11月頃からみられる。 

        一番茶葉への発生は数ﾐﾘの小病斑で､その後の発生は殆どみられない｡ 

 

  発病条件  晩秋から春期低温期の強風雨で発生が拡大する。  

        寒害･凍害･雪害･霜害等による葉の障害･傷害は発生を誘因･助長する｡ 

        秋冬期のﾏｼﾝ油散布（ﾁｬﾄｹﾞ、ﾊﾀﾞﾆ防除）は明瞭に発生を助長する。 

堆厩肥等の過剰施用は耐病性を弱める｡ 

幼木園で発生しやすい｡ 

        品種と発生：「ゆたかみどり」「おくひかり」｢するがわせ」は弱い｡ 

年により品種の発生が変動する。 

 

 防除方法 

  防除のﾎﾟｲﾝﾄ  ① 常発園では春秋の強風雨後､整枝後などに予防防除する。 

          ② ｽﾎﾟｯﾄ状の初発の小さな発病集団がみられたら直ちに防除する。 

          ③ 一番茶後に茶園を更新し､伝染源を一掃する。 

          ④ 管理作業で裾葉など茶葉に傷を付けないように注意する。 

          ⑤ 葉裏の気孔部からの感染も多いので､薬剤防除は散布量を多くし､

            葉裏によくかかるように散布する｡ 

 

  具体的防除方法 

   薬剤防除法 

防除時期 農 薬 名 希釈倍数（倍） 使用基準 備考 注意事項 

初発確認直後 ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ｶｯﾊﾟｰｼﾝ水和剤 

500～1000 

500～1000 

14日前2回 

14日前2回 

・初発を認めたら直ちに防除する。 

・米国輸出茶栽培使用可。 

【発生後防除】 

発生が続く時 

 

【予防防除】 

春整枝後 

冬春期の強い

季節風襲来直

前・直後 

 

【銅水和剤】 

ｸﾌﾟﾛｼｰﾙﾄﾞ 

ｸﾐｶﾞｰﾄﾞ SC 

ｺｻｲﾄﾞ 3000 

ｻﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

ﾄﾞｲﾂﾎﾞﾙﾄﾞｰ A 

ﾌｼﾞﾄﾞｰL ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ﾑｯｼｭﾎﾞﾙﾄﾞｰ DF 

Z ﾎﾞﾙﾄﾞｰ 

IC ﾎﾞﾙﾄﾞｰ 66D 

【抗生物質】 

ｽﾀｰﾅ水和剤 

 

   1000 

    500 

      1000 

       500 

 500～1000 

      500 

500～1000 

    500 

    50 

 

   1000 

 

前日 ― 

前日 ― 

14 日前― 

21 日前― 

14 日前― 

14 日前― 

 7 日前― 

 7 日前― 

最終摘採後― 

 

 7日前 2回 

・JAS 有機栽培、輸出茶栽培に使

用できる。 

・発生が続く時の防除は 10～14日

間隔で数回散布する。 

・ﾁｬﾄｹﾞ防除でﾏｼﾝ油を使用する場

合はその 5～7 日前に散布する。 

 

・発生前の予防防除は常発生園で 

 行う。 

 



            赤焼病発生状況 

  

      赤焼病の発生茶園 (黒褐変部分…高い位置から観察する) 

  

  赤焼病 一番茶芽生育に影響          赤焼病典型的症状 

  

発生初期のｽﾎﾟｯﾄ状病斑         葉柄・中肋部付近に発生多い 

早期に発見し、早急に初期防除する 


